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＜確認＞自転車利用時は、自転車の状態を点検し、交通ルールを守り、利用してください。 

  

と
て
も
素
敵
な
絵
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
内
閣
府
は
障

が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
心
の
輪
」
を

発
刊
し
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た

「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」
と
「
障
が

い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
の
入
賞
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
絵
は
、
中
学
生
の
部
で
今
年
度
最
優

秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
）
に
選
出
さ
れ

た
「
や
さ
し
い
手
」
と
い
う
作
品
で
す
。
千

葉
市
の
●
●
●
●
中
学
校
２
年
△
△
△
△

さ
ん
が
、
「
障
が
い
の
有
無
も
年
齢
も
関
係

な
く
お
互
い
に
認
め
合
え
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
思
い
描
い
た
そ
う
で
す
。

「
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
で
は
な
く
、
徐
々

に
お
互
い
を
知
っ
て
く
イ
メ
ー
ジ
の
構

図
」
と
の
こ
と
。 

二
人
の
間
で
、
ど
ん
な
会
話
が
交
わ
さ

れ
、
思
い
を
共
有
し
て
い
る
の
か
。
多
く

の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
大
切
な
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。 

□ 

■ 

□ 

ふ
れ
合
う
手
と
手
。
ぬ
く
も
り
や
温
か

さ
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
「
何
か
」
を
確

認
し
安
心
を
得
て
い
ま
す
。「
何
か
」…

上

手
い
表
現
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、
き
っ

と
「
愛
」
と
い
う
言
葉
が
一
番
し
っ
く
り

く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

こ
こ
で
い
う
「
愛
」
と
は
、
思
い
や
り

や
理
解
、
大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。

人
は
（
人
だ
け
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
が
）
思

い
や
り
を
受
け
、
理
解
さ
れ
、
大
切
に
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
こ
と
で
安
心
し
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
心
し
て

思
い
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
、
困
っ
た

と
き
は
素
直
に
助
け
て
と
言
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
少
し
自
分
の
心

に
余
裕
が
生
ま
れ
る
と
、
相
手
に
や
さ
し

く
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
手
と
触
れ
合

う
こ
と
で
他
の
誰
か
が
ま
た
安
心

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「
Ｄ
＆
Ｉ
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
」―

多
様
性

を
包
摂
す
る
、
な
ど
と
い
う
と
小
難

し
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
要
は

こ
ん
な
思
い
の
循
環
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
違
い
を
理
解
し
、

そ
の
ま
ま
の
相
手
を
認
め
、
困
っ
て

い
た
ら
助
け
て
あ
げ
る
。 

こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
し
、
こ
ん

な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
そ

れ
に
貢
献
で
き
る
青
翔
中
学
校
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

□ 

■ 

□ 

今
年
度
も
教
育
活
動
推
進
に
た

く
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

結
び
に
あ
た
り
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。
１３
人
の
教
職
員
が
異
動
・
退

職
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
御
支

援
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

（
氏
名
は
２
面
に
掲
載
）。

 

や
さ
し
い
手 



□13月 12日（火）送別集会 

 生徒会執行部が主体となって、卒業証書授与式に先立ち、在校生が３年生の卒業を祝い、

青翔中を引き継ぐ決意を表すための送別集会が開催されました。２年生・１年生からは３年

生に対し、それぞれ合唱が披露されました。当日は、学級閉鎖のため学校祭の有志発表に参

加できなかった生徒の発表機会が設けられ、粋な計らいもありました。 

□13月 14日（木）第 15回卒業証書授与式 

 門出を祝福するような春の陽光が差し込む中、卒業証書授与式を挙行 

しました。式の最後には、卒業生による中学校生活最後の発表となる合 

唱『旅立ちの日』が披露されました。239名が巣立っていきました。 

＜表彰記録＞ 

○第 41回苫小牧市冬休み読書感想文コンクール △△△△：中学生の部優秀賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一期一会 
「出会いは偶然、別れは必然」と言います。保護者・地域の皆様からお世話

になった以下の教職員がこの春の人事異動で青翔中学校を離れることとなり

ました。離任者に対するこれまでのご支援・ご協力に感謝いたします。 

 佐藤 通隆 教頭（植苗小中学校校長へ）  大西 政行 教諭（退職） 

 鏡  武志 校長（和光中学校校長へ）  池田 吉三 教諭（退職） 

 柏木 晶子 教諭（苫小牧東中学校へ）  門田 雅彦 教諭（退職） 

 児島 芳之 教諭（ウトナイ中学校教頭へ）  山中 良一 教諭（退職） 

 只野 浩太 教諭（石狩教育局社会教育主事へ）  五十嵐昭広 初任者指導担当教諭（泉野小学校へ） 

 柳  幹久 教諭（室蘭市立桜蘭中学校へ）  今井 一憲 講師（光洋中学校へ） 

 小山 美穂 養護教諭（退職）  ～離任される皆さんのこれまでの青翔中への貢献に感謝いたします。～ 

 ※大西政行教諭については、新年度から部活動指導員の立場で、本校の教育活動を支援していただく予定です。 

令和６年度の青翔中学校の教育活動について 

令和６年度青翔中学校の教育活動の基本的な方向性 

当事者意識＜自己決定と参画（他者の権利の尊重と対話力）＞ 

■■会社を倒産させた私への母の一言■■ 

「あんたはみんなにお金を用立ててもらって、やすやすと会社をつくった。やす

やすとできたものに愛情などもてるわけがない。母親が子どもを産むには、死ぬ

ほどの苦しみがある。だから、子どもが可愛いのだ。あんたは逆子で、私を一番

苦しめた。だから、あんたが一番可愛い」～実業家奥野博さんの言葉～ 

                           

人は与えられ続けると、努力を怠り、大切なことを見

失います。当事者意識にかけるからです。令和６年度の

青翔中では、生徒の「自主性・主体性・ウェルビーイン

グの向上」を図るため、自己決定と他者との関わりを意

識させる取組をより一層重視していきます。 

◆４月 ４日（木） 学級発表 

◆４月 ８日（月） 着任式／始業式 

◆４月 ９日（火） 第 16回入学式 

 ※2･3 年生は午前授業（11:00 下校予定） 

◆４月１０日（水） 給食開始 

◆４月２２日（月） 3年参観日 

◆４月２３日（火） 2年参観日 

◆４月２５日（木） 1 年・10 組参観日

◆４月２７日（木） ＰＴＡ総会 

◆５月３０日（木） 体育大会 

◆９月１９日（木） 学校祭 

◆３月１４日（金）卒業証書授与式 

注：変更になる場合があります。 

～悩みは一人で抱え込まない～ 

春休み中でも気になることがあれば学校へ。

右の相談窓口を利用することも可能です。 

■子ども相談支援センターＨＰ→ 

（0120-3882-56） 

←■ほっかいどうこどもライン相談ＨＰ 

 


